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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名    神奈川県立有馬高等学校             

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒259－1133     

      神奈川県海老名市社家 240 

  E-mail event-arima-h@pen-kanagawa.ed.jp 

  Website http://www.arima-h.pen-kanagawa.ed.jp 

  児童生徒数  男子 349名   女子 557名  合計 906名 

        児童・生徒の年齢 16歳～18歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

■ 気候変動  

□ 生物多様性 

■ エネルギー 

■ 防災 

■ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

・ 8 月１日 第１回神奈川ユネスコスクール大会（横浜市・幸ヶ谷小学校）  

  
講 演 「ユネスコスクールとＥＳＤの今後」（聖心女子大 永田先生） 

参加校からの活動報告 

テーマ別分科会 

    その１ 「地域・社会に開かれた学校と ESD活動」 

    その２ 「若者を取り込んだ ESD活動 ユースグループの育成」 

    その３ 「国際協働学習・学校間交流－中・高校での取り組み－」 

その４ 「ホールスクールアプローチ－小学校での試み－」 

 ※ 以上のような内容で開催された研修会に職員が参加し、本校の取り組みの

紹介、各校の活動の状況などについて参加者との間で意見交換を行った。 

 

・ 8 月 日本ユネスコ協会連盟主催の東北ボランティアへの参加 

            
 ※ 東北大震災の被災地に生徒 2 名が派遣され現地の方々との交流や簡単なボ

ランティア作業を実施。始業式で全校生徒へ報告した。  

 

・ 8 月 25日～31日職員韓国訪問（ソウル・京畿道等のユネスコスクールなど） 

※ 韓国政府日本教員招聘プログラム で本校教員 1名が韓国へ派遣された。 

韓国の教職員との交流、学校訪問、日本紹介授業等を行った。 

 

・ 8 月 21日～31 日米国姉妹校訪問（アサ-トン高校・ケンタッキー州） 

   
※ 姉妹校を訪問し日本文化紹介など異文化交流を行った。 
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・ 9 月 19～20日 UNESCO・ESD 交流セミナー2015（東海大湘南校舎）への生徒・

教員参加 

  
 ※ 有馬高校のＥＳＤ活動について生徒が発表。草木染め体験、「未来の学校造

り」のワークショップなどに参加した。 

  

・11 月 1 日 厚木ユネスコ協会のユネスコ祭文化交流事業への生徒参加 

     
※ インド、中国、ブラジルの 3 カ国のゲストを招いて各国料理の制作体験・各

国の紹介を行った。 

 

 

・ 12 月 5 日 ユネスコスクール全国大会参加（東京都）へ職員参加 

 ※ Riceプロジェクト、Foodプロジェクトに関する説明、報告を行った。  

 

 

・ 12月  ユニクロ「服のチカラ」プロジェクト 近隣小学校との交流会 

         
 ※ 近くの小学校にアフリカの子どもたちに送る古着回収の協力を依頼し、多

くの古着が集まり、ユニクロを通してアフリカに送った。 

 

・12 月 Foodプロジェクト参加校との情報交換会 

 ※ Rice プロジェクトの継続で行われている Food プロジェクト国内参加校と

の間で海外ユネスコスクールとの交流のノウハウについての意見交換を

SKYPEを用いて行った 

 

 



 4 

・ 1 月 生徒会による書き損じハガキ収集キャンペーン 

         
 ※ 生徒会の呼びかけで書き損じハガキを集め、厚木ユネスコ協会へ寄贈した 

   キャンペーン PRポスターを生徒が制作した。 

 

・ 1 月 英語コース特別授業 セーブザチルドレンのスタッフによる児童労働

問題のワークショップ 

   
 ※ 海外での児童労働・児童虐待問題に取り組んでいるＮＰＯのスタッフを招

いてワークショップ形式で体験授業を実施した。 

 

・ 2 月 25日 海外ユネスコ国内委員来校･交流活動の実施 

    
※ 日本ユネスコ国内委員会フェローシップ事業の一環として海外 5 カ国の国

内委員の方々が来校し、授業見学、生徒達との交流活動などを行った。

http://www.unesco.or.jp/support/pj/contest/pdf/contest_31.pdf
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


